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蛭ヶ岳北面の大崩地に防災対策が出来ないか？
神奈川県の屋根と呼ばれている丹沢。

かって丹沢山塊の名で親しまれてきた。山域は東西40km、南北20kmキロの範
囲に広がり、北は山梨県、西は静岡県にまたがっている。丹沢の最高峰は、
蛭ヶ岳で高さ１６７２.6．６㍍。
大正１２年の関東大震災につづく翌年の丹沢山地域の地震で、西丹沢の山

と谷は､ガレキで埋め尽くされた。
その最大の被害は、蛭ヶ岳南側と北側の大崩壊、今も蛭ヶ岳北面の仏谷を

中心に登山道近くで毎年崩壊が進んでいる。
全国の多くの山々では、国立公園、国定公園、県立公園でも砂防対策が進め
られている。
残念ながら、ここの蛭ヶ岳の崩壊地では、まだ対策も殆どされず放置され

たままである。
多くの登山する人達は何かと対策が出来ないかと、苦言をする人も多い。
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32年ぶりに蛭ケ岳山頂で、

箱根ヒメボタルを発見

蛭ケ岳山荘管理人が山頂稜線上に舞っている3匹
の箱根ヒメボタルを発見しました。
蛭ケ岳山頂から夏の夜空に舞う箱根ヒメボタルは
32年以上前までは見られたが、それ以降発見され
ていませんでした。
横須賀市自然人文博物館の大場信義先生の報告に
よると、1980年7月14日に蛭ケ岳山頭で舞う箱根
ヒメボタル姿を発見したとのことです。NPO北丹
沢山岳センターで2003年～2005年にかけて調査し
ましたが発見されませんでした。この問、コース
途中の「黍殻山避難小屋｣では毎年7月下旬に見ら
れていました。
蛭ケ岳山荘の梶原管理人によると、蛙ケ岳山頂
ではシカの食害も少なくなり、下草の成長も良く
環境が少し改善されてきたのが、箱根ヒメホタル
の生育環境に好影響を与えたのではなし、かと思
われるとの事です。
かつては丹沢山塊稜線上のどこでも見られた乱舞
する箱根ヒメボタル復活の夢を見たいものです。
ちなみに箱根ヒメボタルは7月中旬から7月下旬に
見られるとの事です。

問合せは蛭ケ岳山荘・090-252-3203
(衛星電話)
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